
'10 第 3 回催事＆大同窓会部会合同定例会（兼第 11 回催事部会会議）

１．日 時： 2010 年 2 月 22 日（火）19 時〜

２．場 所： 株式会社ニッポン放送 会議室

３．参加者（順不同敬称略）：

催事部会＝檜原麻希、堀 信之、遠藤秀樹、篠原直男､濱田竜哉

大同窓会部会＝椎津雅夫、高山弘光、澤 裕一、加地直紀（應援指導部担当）

４．報 告：

檜原部会長より冒頭「本番までいよいよ 1 カ月という所での点検と動員の重要性を認識する会となっ

た。募金は達成の目処が見えあとは大同窓会への動員に部会委員をはじめ全委員にて全力であたって欲

しい。」旨、出席委員に喝が入った。

１）高山委員より最新の大同窓会出欠及び会費振込報告。

２）椎津委員より先日開催された大同窓会部会の報告。

当日は 54名の委員が参加し、当日必要な 100 人スタッフに対し約 50名の増員固めを

行った。今後は大同窓会まで週１回ペースで部会会議を開催しスタッフ自ら盛り

上げていく事となる。

３）経費収支の件

各パートの概算見積りの結果、檜原部会長より現状の経費見積もりと損益分岐点

を説明。

例年の諸先輩三田会同様、総経費に対し 1,000 名を超える出席者を目標とする必

要が有る事を確認。（所属同期数を考慮しなければ単純に各学部 200 名の動員を目

指す。⇒特に 2月最終週のこの 1 週間の動向を大事にし 3 月頭には経費の方向性をつ

けたい。

４）飲料スポンサードの関係

宴会での飲料協賛が見込めないと更に支出が増となる中、以下 4社の状況分析。

サントリー：フルマーク協賛

サッポロ：中瓶 100 本を提供

アサヒ：引き続き高山委員が交渉にあたる。

キリン：最も塾 OBが多いが時節柄苦戦。再度檜原部会長よりアプローチを行う。

５）126 名店会（仮称）の件、遠藤委員より報告、

最終的な出店企業が確定。

先般会議迄の西の関、浦霞、赤福、クリスピードーナッツ、ストーン・アイス、

ラーメン二郎に加え更に株式会社 母恵夢（ぽえむ：和洋菓子）の計 7 社となる。



６）その他、演出の詰め

堀委員より台本修正版及び催事別会場レイアウトにそって進行をなぞり各パート

の修正作業を行った。

＜次回会議予定＞

'10 第 4 回催事＆大同窓会部会合同定例会（兼第 12 回催事部会会議）

 ：3月 11 日（木）19時〜 株式会社ニッポン放送 会議室 

いよいよ直前準備モードに入る為、各委員は次回会議迄に担当案件の解決に一層

全力であたる事。

【文責：檜原麻希、濱田竜哉】


